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第
一
○
二
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軍
燃
料
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置
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明
書
（
昭
和
十
八
年
一
月
）
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『
日
本
海
軍
燃
料
廠
史
（
上
）』（
非
売
品
、
昭
和
四
七
年
）、『
日
本
海
軍
燃
料
廠

史
（
下
）』（
非
売
品
、
昭
和
四
七
年
）

『
三
菱
石
油
五
十
年
史
』（
非
売
品
、
昭
和
五
六
年
）

バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
製
油
所
を
、
蝦
原
部
隊
が
昭
和
十
七
年
一
月
二
十
四
日
に
急

襲
し
、
翌
二
十
五
日
に
制
圧
し
た
。
鰕
原
造
修
課
長
は
破
壊
さ
れ
た
装
置
や
機
械

の
修
理
を
行
い
、
代
替
品
な
ど
臨
機
応
変
の
工
事
を
す
す
め
た
。

ボ
ル
ネ
オ
（
カ
リ
マ
ン
タ
ン
）
島
の
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
に
あ
っ
た
ロ
イ
ヤ
ル
・

ダ
ッ
チ
・
シ
ェ
ル
系
統
の
Ｂ
Ｐ
Ｍ
を
占
領
し
、
製
油
所
の
復
興
を
担
当
し
た
の
が

「
第
百
一
海
軍
燃
料
廠
第
三
作
業
部
」
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
七
年
九
月
一
日
に
同

作
業
部
は
独
立
し
て
第
一
〇
二
海
軍
燃
料
廠
と
な
り
、
森
田
貫
一
少
将
を
廠
長
と

し
て
迎
え
た
。

西
村
國
五
郎
氏
が
当
時
の
関
係
者
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
メ
モ
（
コ
ピ
ー
を

筆
者
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

和
住
篤
太
郎
少
将
は
昭
和
十
六
年
九
月
末
（
一
〇
月
一
日
だ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。）
に
第
一
〇
一
燃
料
廠
長
に
親
補
さ
れ
、
極
秘
裏
に
占
領
計
画
作
業
を
す
す

め
た
。
松
永
三
郎
（
機
関
学
校
二
九
期
）、
小
島
重
吉
（
同
三
一
期
）、
中
筋
藤
一

（
同
三
三
期
）
と
と
も
に
占
領
計
画
を
練
り
、
十
二
月
に
な
っ
て
日
本
石
油
関
係

の
技
術
者
が
加
わ
っ
た
。
十
月
下
旬
か
ら
山
元
を
回
り
、
さ
く
井
機
、
パ
イ
プ
類
、

荷
役
機
械
、
土
木
機
械
を
集
め
、
徳
山
の
第
三
海
軍
燃
料
廠
お
よ
び
神
戸
の
三
菱

倉
庫
に
集
め
た
。
ボ
ル
ネ
オ
で
は
航
空
機
用
揮
発
油
が
取
れ
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
サ
ン
ガ
サ
ン
ガ
原
油
か
ら
一
二
～
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
取
れ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
サ
ン
ガ
サ
ン
ガ
に
二
〇
〇
〇
ト
ン
タ
ン
ク
二
基
に
航
空
機
用
ガ
ソ
リ

ン
が
満
タ
ン
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
。
こ
の
ガ
ソ
リ
ン
が
サ
ン
ゴ
海
海
戦
に
使
わ
れ

た
。
占
領
後
に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
サ
ン
ガ
サ
ン
ガ
油
内
の
原
油
だ
け
が
一
二
％
の

解
　
題

三　

輪　

宗　

弘

「
第
一
〇
二
海
軍
燃
料
廠
主
要
装
置
説
明
書
（
昭
和
十
八
年
一
月
）」
は
渡
辺
伊

三
郎
少
将
が
書
い
た
記
録
で
あ
る
。
今
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
三
十
年
ほ
ど
前
の
昭

和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
ご
ろ
に
、
当
時
大
学
院
生
で
あ
っ
た
私
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
目
黒
区
柿
の
木
坂
に
お
伺
い
し
た
折
に
、
さ
り
げ
な
く
渡
さ
れ
た
の
が

今
回
活
字
に
し
た
説
明
書
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
触
媒
化
成
工
業
㈱
の
用
紙
に
書
か

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
社
長
時
代
に
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
再
録
に
あ

た
り
、
複
雑
な
装
置
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
簡
略
に
し
て
、
後
段
に
ま
と
め
、
ま
た

装
置
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
書
き
込
ま
れ
た
記
号
や
文
章
を
大
幅
に
削
除
し
、
よ
う

や
く
掲
載
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
柿
の
木
坂
ま
で
何
度
も
伺
っ
た

が
、
渡
辺
少
将
の
記
憶
力
は
抜
群
か
つ
正
確
で
あ
っ
た
。
い
つ
も
喜
ん
で
小
生
を

迎
え
て
く
だ
さ
り
、
日
本
全
国
の
銘
菓
の
ご
馳
走
に
あ
ず
か
っ
た
。

さ
て
、
渡
辺
少
将
は
海
軍
機
関
学
校
の
第
二
十
六
期
生
で
あ
り
、
海
軍
大
学
校

選
科
学
生
と
し
て
九
州
帝
国
大
学
工
学
部
応
用
化
学
科
で
も
学
び
、
同
大
学
を
昭

和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
卒
業
し
た
。
爾
来
燃
料
畑
を
歩
み
、
徳
山
燃
料
省
製
油

部
部
員
や
海
軍
省
軍
需
局
局
員
な
ど
要
職
を
歴
任
し
た
。
終
戦
時
に
は
第
三
海
軍

燃
料
廠
長
で
あ
っ
た
。
戦
後
は
日
本
揮
発
油
株
式
会
社
に
奉
職
し
た
。
詳
細
は
渡

辺
少
将
の
自
叙
伝
『
思
い
出
の
記
』
を
紐
解
か
れ
た
い
。
海
軍
の
燃
料
政
策
を
知

る
上
で
貴
重
で
あ
る
。

第
一
〇
二
海
軍
燃
料
廠
に
触
れ
た
文
献
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
が
、
す
べ
て
渡

辺
少
将
が
何
ら
か
の
形
で
関
係
し
て
い
る
。

渡
辺
伊
三
郎
『
思
い
出
の
記
』（
非
売
品
、
昭
和
五
一
年
）
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航
空
油
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
石
炭
も
ブ
ラ
ウ
河
よ
り
二
〇
マ

イ
ル
ほ
ど
上
流
に
炭
田
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
麻
生
鉱
業
の
麻
生
多
賀
吉
が

や
っ
て
来
て
開
発
し
た
が
、
灰
分
四
％
で
七
〇
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
の
最
優
良
炭
で

あ
っ
た
。
原
油
は
タ
ラ
カ
ン
も
含
め
年
産
一
三
〇
万
ト
ン
出
油
し
た
。
古
鉄
五
万

ト
ン
か
ら
六
万
ト
ン
を
八
幡
に
送
っ
た
。
桟
橋
と
タ
ラ
カ
ン
の
Ｔ
型
の
埠
頭
は
破

壊
さ
れ
て
い
た
が
、
現
地
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
を
使
用
し
て
二
ヶ
月
足
ら
ず
で
全

部
修
理
し
た
。

渡
辺
少
将
の
回
想
『
思
い
出
の
記
』
に
よ
れ
ば
、
第
一
〇
一
海
軍
燃
料
廠
長
和

住
篤
太
郎
少
将
の
要
請
「
速
や
か
に
製
油
技
術
者
派
遣
さ
れ
た
し
」
を
受
け
、
三

月
二
十
八
日
に
現
地
に
入
っ
た
渡
辺
伊
三
郎
大
佐
が
中
心
と
な
り
、
要
員
や
資
材

の
計
画
を
立
案
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
占
領
計
画
で
は
「
タ
ラ
カ
ン
」「
サ
ン

ガ
サ
ン
ガ
」
で
の
採
油
部
門
の
こ
と
し
か
考
え
に
入
れ
ず
に
、
製
油
所
は
考
慮
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
三
菱
石
油
が
中
心
と
な
り
復
興
作
業
か
ら
運
転
を
行
っ
た
。

『
三
菱
石
油
五
十
年
史
』（
八
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
三
菱
石
油
の
従
業
員
は
二
つ
の

南
方
製
油
所
（
パ
レ
ン
バ
ン
、
陸
軍
班　

バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
、
海
軍
班
）
の
復
旧
・

整
備
の
た
め
に
徴
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

渡
辺
大
佐
の
製
油
所
復
興
計
画
は
三
段
階
か
ら
な
っ
て
い
た
。

第
一
着
が
ボ
イ
ラ
、
電
気
、
水
道
な
ど
の
動
力
系
統
の
応
急
修
理
。
桟
橋
に
送

油
管
を
仮
設
し
、「
サ
ン
ガ
サ
ン
ガ
」
よ
り
の
送
油
管
の
修
理
と
相
ま
っ
て
貯
油

並
に
産
油
を
内
地
に
還
送
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

第
二
着
は
、
製
油
工
場
の
一
部
を
修
理
し
、
現
地
製
油
行
い
、
南
方
地
区
へ
の

補
給
を
可
能
に
す
る
。

第
三
着
は
、
全
力
運
転
を
目
途
と
し
て
全
装
置
の
修
理
を
完
了
す
る
。
一
年
間

の
予
定
と
し
て
、
本
隊
の
到
着
を
持
っ
て
復
旧
活
動
を
開
始
す
る
。

渡
辺
大
佐
の
三
段
階
の
復
旧
計
画
を
遂
行
す
べ
く
、
四
月
八
日
に
竜
田
丸
が
本

隊
員
四
一
二
名
と
修
理
用
機
材
を
満
載
し
て
、
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
港
に
到
着
し
た
。

『
思
い
出
の
記
』（
四
三
三
頁
）
に
は
以
下
の
様
に
書
か
れ
て
い
る
。「
五
月
末

に
は
製
油
装
置
一
基
の
運
転
に
よ
り
製
油
作
業
を
開
始
し
、
爾
後
海
軍
地
区
の
産

油
は
全
量
現
地
に
て
製
油
し
、
南
方
地
区
に
補
給
し
、
前
進
基
地
と
し
て
の
重
責

を
果
た
す
こ
と
が
出
来
た
。
十
一
月
末
に
は
、
全
力
運
転
可
能
の
域
に
達
し
、
予

定
工
期
十
ヵ
月
を
二
ヵ
月
短
縮
す
る
と
い
う
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
た
」
と

あ
り
、
渡
辺
は
順
調
に
捗
っ
た
要
因
を
以
下
の
よ
う
に
列
挙
し
た
。

一�

、
三
菱
石
油
の
専
門
家
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
資
材
・
要
員
の
準
備
に
万
全
を

尽
く
し
た
。

二�

、
十
名
の
先
発
隊
の
現
地
調
査
。
本
隊
到
着
前
の
復
旧
計
画
を
立
て
た
こ
と
。

三�

、
現
地
の
修
理
工
場
が
破
壊
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。
特
に
溶
接
用
酸
素
工

場
。

四�

、
占
領
前
工
場
に
勤
務
し
た
現
地
従
業
員
の
協
力
。

五�

、
工
場
現
場
の
巡
視
。
復
旧
の
進
捗
状
況
の
確
認
。

渡
辺
の
回
想
『
思
い
出
の
記
』（
四
三
四
頁
）
に
は
、
苦
労
談
も
披
露
さ
れ
て

い
る
。
①
耐
火
煉
瓦
と
耐
火
用
の
目
地
に
予
想
外
の
苦
労
を
し
、
耐
火
煉
瓦
は
古

品
を
用
い
て
そ
の
場
を
し
の
い
だ
が
、「
耐
火
目
地
は
如
何
と
も
い
た
し
難
く
、

応
急
用
と
し
て
破
砕
耐
火
煉
瓦
を
粉
砕
し
適
量
の
粘
土
を
混
用
し
て
代
用
し
た
。」

②
ま
た
釘
も
鋼
線
か
ら
一
本
一
本
製
造
す
る
と
い
う
苦
労
が
あ
っ
た
。『
日
本
海

軍
燃
料
廠
史　

下
』（
一
一
四
四
～
五
三
頁
）
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

「
潤
滑
油
合
成
装
置
」
に
関
し
て
、「
粗
蠟
を
気
相
分
解
し
、
塩
化
『
ア
ル
ミ
』」

を
触
媒
と
し
て
重
合
す
る
も
の
で
、
と
て
も
粘
土
指
数
が
高
く
、
航
空
潤
滑
油
に

匹
敵
す
る
優
良
潤
滑
油
が
得
ら
れ
た
。
…
中
略
…
偶
々
本
法
を
開
発
し
た
「
オ
ラ

ン
ダ
」
人
技
師
が
捕
虜
と
し
て
残
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
利
用
し
て
、
諸
成
績
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や
運
転
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
本
製
品
は
、
安
定
度
が
や
や
不

良
と
い
う
だ
け
で
、
他
は
総
て
航
空
潤
滑
油
の
規
格
に
合
格
し
て
い
た
の
で
、『
タ

ラ
カ
ン
』
油
か
ら
得
た
『
ブ
ラ
イ
ト
ス
ト
ッ
ク
』
を
少
量
『
ブ
レ
ン
ド
』
し
て
航

空
潤
滑
油
と
し
、
成
績
良
好
と
の
報
告
を
得
た
の
で
、
早
速
こ
れ
を
量
産
し
、
南

方
地
区
の
航
空
部
隊
に
対
し
供
給
を
開
始
し
た
。
本
装
置
は
、
そ
の
後
内
地
に
於

け
る
合
成
潤
滑
油
製
造
装
置
の
「
モ
デ
ル
」
と
成
っ
た
。」（
四
四
四
頁
）
と
記
述

さ
れ
て
い
る
。

『
戦
史
叢
書　

海
軍
軍
戦
備
〈
１
〉』（
朝
雲
新
聞
社
、
昭
和
四
四
年
、
七
〇
〇
頁
）

に
従
え
ば
、
航
空
機
用
高
級
潤
滑
油
は
少
量
で
あ
っ
た
の
で
、
輸
入
に
依
存
し
て

い
た
。
昭
和
九
年
ご
ろ
か
ら
潤
滑
油
の
研
究
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
十
二
年
ご
ろ
か

ら
工
場
建
設
に
着
手
し
た
も
の
の
、「
大
東
亜
戦
争
勃
発
ま
で
高
級
潤
滑
油
は
、

も
っ
ぱ
ら
輸
入
貯
蔵
品
を
使
用
し
、
昭
和
十
八
年
以
降
に
至
っ
て
よ
う
や
く
国
産

化
に
成
功
す
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
バ
リ
ッ
ク

パ
パ
ン
の
製
油
所
の
潤
滑
油
製
造
工
場
が
高
級
潤
滑
油
の
補
給
に
果
た
し
た
役
割

は
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

渡
辺
少
将
が
戦
後
に
書
い
た
「
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
三
菱
隊
の
記
」（『
日
本
海
軍

燃
料
廠
史　

下
』
一
一
三
六
～
五
三
頁
）
で
は
以
下
の
よ
う
に
進
捗
状
況
が
記
述

さ
れ
て
い
る
。

「
五
月
末
に
は
待
望
の
ト
ラ
ン
ブ
ル
式
蒸
留
装
置
の
一
基
が
関
聯
設
備
と
共
に

修
理
完
成
し
試
運
転
の
結
果
は
極
め
て
良
好
で
サ
ン
ガ
サ
ン
ガ
原
油
か
ら
直
接
航

空
揮
発
油
を
製
造
し
得
ら
れ
た
残
差
油
は
タ
ラ
カ
ン
原
油
と
の
混
合
に
よ
り
南
方

向
艦
船
用
重
油
と
し
て
使
用
可
能
の
見
込
み
が
つ
い
た
の
で
南
方
地
域
の
ト
ッ
プ

を
切
っ
て
現
地
製
油
を
開
始
し
そ
の
後
の
サ
ン
ガ
サ
ン
ガ
の
産
油
は
全
部
現
地
で

処
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。」

渡
辺
伊
三
郎
大
佐
は
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
製
油
所
の
復
旧
の
目
安
が
つ
い
た
段
階

で
、
製
油
能
力
が
海
軍
地
区
（
サ
ン
ガ
サ
ン
ガ
と
タ
ラ
カ
ン
）
の
産
油
量
を
は
る

か
に
超
過
し
た
た
め
に
、「
陸
軍
よ
り
余
剰
原
油
を
譲
り
受
け
、
精
製
の
上
製
品

の
一
部
を
陸
軍
地
区
に
還
元
と
い
う
大
局
的
見
地
」（
四
四
四
頁
）
で
交
渉
す
べ

く
、
陸
軍
南
方
燃
料
廠
総
務
部
長
岡
田
菊
三
郎
大
佐
と
の
間
で
ジ
ャ
ワ
産
の
原
油

十
万
ト
ン
を
海
軍
に
渡
し
、
陸
軍
地
区
で
不
足
し
て
い
る
潤
滑
油
や
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
マ
油
を
供
給
す
る
と
い
う
こ
と
で
話
が
ま
と
ま
っ
た
。

ム
シ
河
を
挟
ん
で
対
峙
す
る
パ
レ
ン
バ
ン
（
プ
ラ
ジ
ュ
ー
地
区
、
シ
ェ
ル
系
Ｂ

Ｐ
Ｍ
、
日
本
石
油
担
当
）
と
ス
ン
ゲ
イ
ゲ
ロ
ン
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
系
の
Ｎ
Ｋ
Ｐ
Ｍ
、
三
菱
石
油
担
当
）
の
製
油
所
を
訪
問
し
た
渡
辺
大
佐
は
、
パ

レ
ン
バ
ン
の
二
つ
の
製
油
所
は
「
油
槽
不
足
の
た
め
未
だ
稼
働
し
て
い
な
か
っ

た
。」（
四
四
七
頁
）
と
書
き
、
ア
ル
キ
レ
ー
シ
ョ
ン
装
置
に
つ
い
て
「
航
空
燃
料

の
新
し
い
合
成
装
置
で
あ
る
。
私
は
早
々
軍
需
局
に
電
報
し
、
技
術
者
を
派
遣
し

て
、
至
急
調
査
す
る
様
申
言
し
た
。」
と
渡
辺
大
佐
は
回
顧
し
て
い
る
が
、
山
口

晶
三
技
術
中
佐
が
派
遣
さ
れ
た
他
に
、
第
二
海
軍
燃
料
廠
か
ら
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン

に
出
張
中
で
あ
っ
た
技
術
者
に
も
「
調
査
す
る
様
手
配
し
た
」
の
で
あ
っ
た
。
イ

ソ
オ
ク
タ
ン
の
最
新
の
製
造
法
で
あ
る
ア
ル
キ
レ
ー
シ
ョ
ン
装
置
に
鋭
い
観
察
を

向
け
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
付
記
し
て
お
く
と
、
イ
ソ
オ
ク
タ
ン
の

製
造
法
と
し
て
非
常
に
優
れ
た
ア
ル
キ
レ
ー
シ
ョ
ン
法
に
海
軍
は
そ
れ
ま
で
注
目

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
渡
辺
回
想
か
ら
読
み
取
れ
る
点
で
あ
る
。
海
軍

燃
料
廠
の
技
術
者
は
ス
マ
ト
ラ
・
パ
レ
ン
バ
ン
の
二
つ
の
製
油
所
（
Ｂ
Ｐ
Ｍ
と
Ｎ

Ｋ
Ｐ
Ｍ
）
の
ア
ル
キ
レ
ー
シ
ョ
ン
装
置
を
つ
ぶ
さ
に
見
聞
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
海
軍
燃
料
廠
と
第
一
海
軍
燃
料
廠
な
ど
に
ア
ル
キ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
ト
の

設
立
が
計
画
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｋ
Ｐ
Ｍ
で
採
用
さ
れ
て
い
た
正
ブ
タ
ン
か
ら
イ
ソ
ブ
タ

ン
に
す
る
異
性
化
装
置
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
（『
日
本
海
軍
燃
料
廠
史　

上
』、
三
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五
一
～
五
八
頁
）。

ス
マ
ト
ラ
の
パ
レ
ン
バ
ン
で
は
二
〇
〇
〇
ト
ン
ク
ラ
ス
の
タ
ン
カ
ー
が
河
を
さ

か
の
ぼ
れ
な
い
た
め
に
、
輸
送
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た

い
。
ボ
ル
ネ
オ
の
タ
ラ
カ
ン
や
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
は
海
上
輸
送
と
い
う
点
で
は
恵

ま
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

渡
辺
大
佐
は
昭
和
十
八
年
六
月
二
十
日
付
で
バ
リ
ッ
ク
パ
パ
ン
で
の
勤
務
を
離

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、「
復
旧
工
事
は
総
て
終
り
、
分
解
瓦
斯
を
利
用
す
る
重

合
工
場
と
航
空
潤
滑
油
の
第
二
工
場
の
建
設
が
、
私
の
設
計
に
依
り
進
行
中
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
竣
工
は
建
設
資
材
や
機
械
の
入
手
如
何
に
か
か
っ
て
い
た
。」

（
四
五
四
頁
）
と
書
い
て
い
る
。

『
三
菱
石
油
五
十
年
史
』（
八
六
頁
）
に
は
、
昭
和
十
八
年
一
月
か
ら
三
月
の
復

旧
状
況
が
、「
月
間
一
二
万
屯
年
間
約
一
五
〇
万
屯
」
を
処
理
し
、
戦
前
の
水
準

に
達
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

渡
辺
伊
三
郎
少
将
は
『
日
本
海
軍
燃
料
廠
史　

上
』
の
第
八
章
「
大
東
亜
戦
争

と
第
百
二
海
軍
燃
料
廠
」（
七
六
一
～
七
七
頁
）
を
書
い
て
い
る
が
、
十
七
年
九

月
に
四
エ
チ
ル
鉛
混
合
装
置
、
ド
ラ
ム
缶
注
入
装
置
が
完
成
し
、
一
昼
夜
三
〇
〇

〇
ド
ラ
ム
の
荷
造
が
可
能
に
な
り
、
本
格
的
に
製
油
作
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
往
時
を
振
り
返
っ
て
い
る
。
第
二
蒸
留
工
場
は
計
器
類
の
到
着
後
の
同

年
十
二
月
八
日
を
期
し
、
火
入
式
を
行
い
、
全
力
運
転
に
入
っ
た
と
記
述
さ
れ
て

い
る
。「
エ
デ
レ
ア
ヌ
装
置
」
に
関
し
て
は
、「
灯
油
留
分
よ
り
芳
香
族
を
抽
出
し

て
、
良
質
の
灯
油
を
製
造
す
る
も
の
及
重
ナ
フ
サ
よ
り
ベ
ン
ゼ
ッ
ク
ス
と
称
す
る

芳
香
族
系
の
溶
剤
を
抽
出
す
る
も
の
と
の
、
二
連
の
エ
デ
レ
ア
ヌ
装
置
が
あ
っ

た
。」
と
説
明
し
て
い
る
。
渡
辺
少
将
は
『
日
本
海
軍
燃
料
廠
史　

下
』
で
も
「
バ

リ
ッ
ク
パ
パ
ン
三
菱
隊
の
記
」（
一
一
三
六
～
一
一
五
三
頁
）
を
受
け
持
っ
て
い

る
。
パ
レ
ン
バ
ン
に
は
さ
ら
に
新
式
の
エ
デ
レ
ア
ヌ
装
置
が
あ
っ
た
。
な
お
抽
出

工
場
に
は
エ
デ
レ
ア
ヌ
抽
出
装
置
の
他
に
、
液
体
亜
硫
酸
製
造
装
置
、
モ
ン
サ
ン

ト
式
硫
酸
製
造
装
置
が
あ
っ
た
。
こ
の
エ
デ
レ
ア
ヌ
装
置
で
芳
香
族
を
分
離
し
、

高
オ
ク
タ
ン
価
の
燃
料
と
し
て
用
い
ら
れ
、
残
り
の
パ
ラ
フ
ィ
ン
類
は
セ
タ
ン
価

が
高
か
っ
た
た
め
に
潜
水
艦
用
の
燃
料
に
使
わ
れ
た
（『
日
本
海
軍
燃
料
史　

下
』

九
〇
五
～
〇
六
頁
）。

捕
虜
の
利
用
に
関
し
て
も
、
技
師
二
名
と
技
手
級
二
名
の
技
術
者
を
使
い
、
復

旧
や
運
転
に
役
立
て
た
よ
う
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
労
働
者
に
関
し
て
は

「
日
本
人
が
オ
ラ
ン
ダ
人
と
異
な
り
彼
等
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
の
で
信
頼
感
を

深
く
し
た
様
で
あ
っ
た
」（『
日
本
海
軍
燃
料
廠
史　

下
』
一
一
四
九
～
五
〇
頁
）

と
書
い
て
い
る
。

以
下
解
題
ま
で
。

目
　
　
　
次

一
、
沿
革

二
、
作
業
概
況
表

三
、
主
要
装
置
機
構
説
明

　
（
一
）
第
一
蒸
溜
工
場

　
（
二
）
第
二
蒸
溜
工
場

　
（
三
）
第
三
蒸
溜
工
場

　
（
四
）
抽
出
工
場
（
附
亜
硫
酸
製
造
装
置
）

　
（
五
）
硫
酸
工
場

　
（
六
）
潤
滑
油
工
場
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一
、
沿
　
革

当
廠
は
戦
前
旧
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
経
営
せ
る
バ
リ
ツ
ク
パ
パ
ン
製
油
所
に
し
て
昭
和
十

七
年
一
月
二
十
四
日
皇
軍
当
地
上
陸
に
先
立
ち
、
和
蘭
軍
に
よ
り
徹
底
的
に
爆
破

破
壊
を
う
け
た
る
も
三
月
一
日
第
百
一
海
軍
燃
料
廠
に
第
三
作
業
部
が
設
置
せ
ら

れ
当
製
油
所
の
復
旧
に
着
手
し
、
五
月
十
日
早
く
も
第
一
蒸
留
工
場
の
一
部
運
転

を
開
始
し
た
り
。

然
る
処
当
製
油
所
の
重
要
性
に
鑑
み
九
月
一
日
新
に
第
百
二
海
軍
燃
料
廠
が
設

置
せ
ら
れ
引
き
続
き
鋭
意
復
旧
工
事
に
努
力
し
た
る
結
果
十
二
月
八
日
第
二
蒸
溜

工
場
の
試
運
転
を
以
て
主
要
予
定
復
旧
作
業
を
完
了
し
全
力
運
転
可
能
の
域
に
達

せ
り
。

二
、
作
業
概
況
表
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三
、
主
要
装
置
機
構
説
明

第
一
蒸
溜
工
場

一
、
概
要

第
一
蒸
溜
工
場
に
は
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
蒸
溜
装
置
が
あ
り
其
の
目
的

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
蒸
溜
装
置　

抽
出
油
（
抽
出
工
腸
の
項
参
照
）
蒸
溜

第
二
蒸
溜
装
置　

分
解
揮
発
油
再
蒸
留

第
三
蒸
溜
装
置　

原
油
蒸
留

第
四
蒸
溜
装
置　

同
右

尚
整
備
中
の
も
の
に
バ
ッ
ヂ
式
蒸
溜
装
置
及
分
解
揮
発
油
洗
浄
装
置
あ
り
。

二
、
作
業
系
統

（
イ
）
第
一
蒸
溜
装
置

原
料
油
は
漲
込
喞
筒
に
よ
り
熱
交
換
器
及
加
熱
炉
に
て
加
熱
し
蒸
発
塔
に
入
り

ベ
ン
ゼ
ッ
ク
ス
及
ソ
レ
ッ
ク
ス
溜
分
は
蒸
発
し
て
第
一
塔
及
第
二
塔
に
入
り
油
蒸

気
は
更
に
第
三
塔
及
第
四
塔
に
て
精
溜
せ
ら
れ
て
頂
部
よ
り
ベ
ン
ゼ
ッ
ク
ス
（
航

空
揮
発
油
原
料
）
底
部
よ
り
ソ
レ
ッ
ク
ス
（
石
軽
油
溜
分
）
を
採
取
す
。

第
一
、
第
二
塔
底
油
は
加
熱
炉
に
て
加
熱
し
第
五
塔
に
送
油
し
蒸
発
せ
し
め
油

蒸
気
は
蒸
発
塔
頂
部
油
蒸
気
管
に
入
る
。
第
五
塔
底
油
は
ソ
レ
ッ
ク
ス
（
石
軽
油

溜
分
）
と
し
て
採
収
す
。
蒸
発
塔
底
油
は
第
六
塔
に
て
精
溜
し
て
レ
ゼ
ッ
ク
ス
と

し
て
採
取
す
。

（
ロ
）
第
二
蒸
溜
装
置
（
分
解
揮
発
油
再
蒸
溜
）

原
料
油
は
漲
込
喞
筒
に
よ
り
熱
交
換
器
及
加
熱
炉
に
て
加
熱
せ
ら
れ
て
蒸
発
塔

に
入
り
、
揮
発
油
、
石
油
軽
油
溜
分
は
蒸
発
し
て
第
一
塔
、
第
二
塔
更
に
第
三
、

第
四
塔
に
て
精
溜
せ
ら
れ
て
頂
部
よ
り
普
通
揮
発
油
材
を
採
取
し
第
三
、
四
塔
の

底
油
は
一
部
第
一
、
二
塔
項
部
へ
還
流
し
、
一
部
は
石
油
材
と
し
て
採
取
す
第
一
、

二
塔
底
油
は
加
熱
炉
に
て
加
熱
し
第
五
塔
に
て
精
溜
し
油
蒸
気
は
第
一
、
二
塔
に

還
送
し
底
油
は
軽
油
材
と
し
て
採
取
す
。

蒸
発
塔
底
油
は
第
六
塔
に
て
軽
質
油
分
を
除
去
し
重
油
材
と
し
て
採
取
す

（
ハ
）
第
三
蒸
溜
装
置
（
原
油
蒸
溜
）

原
油
は
原
油
喞
筒
に
よ
り
熱
交
換
器
を
通
り
、
更
に
加
熱
炉
に
て
加
熱
せ
ら
れ

て
蒸
発
塔
に
入
り
軽
油
留
分
以
下
の
軽
質
留
分
は
蒸
発
し
て
第
一
塔
に
て
精
溜
せ

ら
れ
て
項
部
よ
り
航
空
揮
発
油
材
を
採
取
し
、
底
油
は
第
四
塔
に
て
揮
発
油
溜
分

を
除
去
し
て
軽
油
材
と
し
て
採
取
す
。

側
部
油
は
第
二
塔
及
第
三
塔
に
て
精
留
せ
ら
れ
各
頂
部
よ
り
普
揮
材
を
底
部
よ

り
は
石
油
材
を
採
取
す
第
二
塔
底
油
は
加
熱
炉
に
て
一
部
循
環
加
熱
す
。

蒸
発
塔
底
油
は
第
五
塔
に
て
軽
質
溜
分
を
除
去
し
重
油
材
と
し
て
採
取
す
。

（
ニ
）
四
号
蒸
溜
装
置

原
油
は
原
油
喞
筒
に
よ
り
熱
交
換
器
及
加
熱
炉
に
て
加
熱
せ
ら
れ
第
一
塔
に
入

り
精
油
せ
ら
れ
て
頂
部
よ
り
航
揮
材
を
採
取
す
第
一
側
部
油
は
第
二
塔
に
て
航
揮

溜
分
を
除
去
し
普
揮
材
と
し
て
採
取
す
。
第
二
側
部
油
は
第
三
塔
に
て
揮
発
油
溜

分
を
除
去
し
石
油
材
と
し
て
採
取
す
。
底
部
一
部
加
熱
炉
に
て
加
熱
循
環
し
、
一

部
は
重
油
材
と
し
て
採
取
す
。



― 108 ―

三
、
能
力

第
一
蒸
溜
装
置　

原
料
油
処
理
能
力　
　

一
日　
　

七
二
〇
竏

第
二
蒸
溜
装
置　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

〃　
　
　

七
二
〇
竏

第
三
蒸
溜
装
置　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

〃　
　
　

八
〇
〇
竏

第
四
蒸
溜
装
置　
　
　
　

〃　
　
　
　
　

〃　

一
、
二
〇
〇
竏

第
二
蒸
溜
工
場

一
、
概
要

本
工
場
は
米
国
エ
ー
、
シ
ー
、
マ
ツ
キ
ー
会
社
に
て
設
計
、
和
蘭
本
国
に
於
て

昭
和
十
六
年
四
月
当
地
に
建
設
を
完
了
せ
る
工
場
で
あ
る
。
製
油
装
置
は
常
圧
蒸

溜
及
真
空
蒸
溜
両
装
置
よ
り
成
り
両
者
を
連
続
使
用
出
来
る
様
に
な
っ
て
居
る
、

常
圧
蒸
溜
装
置
は
加
熱
炉
二
基
、
精
溜
塔
四
基
と
よ
り
成
り
軽
油
溜
分
以
下
の
軽

質
溜
分
（
航
揮
、
普
揮
、
石
油
、
軽
油
等
）
を
製
品
と
す
。

真
空
蒸
溜
装
置
は
加
熱
炉
一
基
と
真
空
塔
一
基
と
よ
り
成
り
、
常
圧
蒸
溜
の
残

渣
油
を
蒸
溜
し
て
潤
滑
油
材
と
残
渣
油
と
に
分
溜
す
。

尚
附
属
と
し
て
原
動
罐
二
基
、
冷
却
水
用
海
水
喞
筒
三
台
（
内
一
台
修
理
中
）

消
火
用
海
水
喞
筒
一
台
を
有
す
。

二
、
作
業
系
統

原
油
は
原
油
喞
筒
に
よ
り
熱
交
換
器
を
通
り
第
一
加
熱
炉
に
て
第
一
塔
に
送
入

せ
ら
る
。
第
一
塔
に
於
て
は
重
揮
発
油
溜
分
以
下
の
軽
質
溜
分
を
蒸
発
せ
し
め
之

を
第
三
塔
に
送
入
し
て
頂
部
よ
り
普
通
揮
発
油
溜
分
を
採
取
す
。

此
の
溜
分
は
更
に
第
四
塔
に
て
精
溜
せ
ら
れ
頂
部
よ
り
航
空
揮
発
油
原
料
、
側

部
よ
り
ソ
ル
ベ
ン
ト
（
ト
ル
オ
ー
ル
溜
分
）、
底
部
よ
り
抽
出
原
料
揮
発
油
を
採

取
す第

三
塔
の
側
部
よ
り
は
タ
ー
ビ
ン
油
（
溶
剤
に
使
用
）、
底
部
よ
り
重
揮
発
油

（
リ
フ
オ
ー
ミ
ン
グ
原
料
油
）
を
採
取
す

第
一
塔
底
油
は
一
部
第
一
加
熱
炉
を
循
環
加
熱
し
一
部
は
第
二
加
熱
炉
に
て
加

熱
し
第
二
塔
に
供
給
せ
ら
る
。

第
二
塔
頂
部
よ
り
石
油
材
（
抽
出
原
料
）
側
部
よ
り
軽
油
材
（
ソ
ー
ラ
ー
油
）

を
採
取
し
底
油
は
ワ
ツ
ク
ス
残
査
油
と
し
て
真
空
蒸
溜
原
料
油
と
な
る
。
此
の
原

料
油
は
第
三
加
熱
炉
に
て
加
熱
し
第
五
塔
（
真
空
塔
）
に
送
入
せ
ら
れ
頂
部
よ
り

軽
油
材
、
側
部
よ
り
潤
滑
油
材
、
底
部
よ
り
重
油
財
（
グ
ー
ド
ロ
ン
）
を
採
取
す

三
、
能
力

原
油
処
理
能
力　

一
日　

二
、五
〇
〇
竏

第
三
蒸
溜
工
場

一
、
概
要

当
工
場
は
バ
リ
ツ
ク
パ
パ
ン
山
頂
の
一
角
に
位
置
し
、
所
謂
分
解
蒸
溜
装
置
に

し
て
、
液
相
分
解
、
気
相
分
解
リ
フ
オ
ー
ミ
ン
グ
、
ガ
ス
等
の
諸
装
置
を
有
す

（
イ
）
液
相
分
解
（
三
基
）

蒸
溜
工
場
に
て
生
産
す
る
含
蝋
残
渣
重
油
を
気
相
、
液
相
の
混
相
で
分
解
し
揮

発
油
及
原
料
よ
り
も
低
凝
固
点
の
重
油
を
生
産
す
。

（
ロ
）
気
相
分
解
（
三
基
）

潤
滑
油
工
場
で
生
産
さ
れ
た
粗
蝋
を
気
相
分
解
し
合
成
潤
滑
油
の
原
料
を
生
産

す
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（
ハ
）
リ
フ
オ
ー
ミ
ン
グ
装
置

第
一
蒸
溜
工
場
に
て
生
産
す
る
重
揮
発
油
又
は
抽
出
工
場
に
て
生
産
す
る
抽
出

精
製
油
を
原
料
と
し
本
装マ

マ作
に
よ
り
そ
の
性
質
を
政
変
し
て
オ
ク
タ
ン
価
を
上
昇

せ
し
め
た
る
揮
発
油
を
生
産
す

（
ニ
）
ガ
ス
装
置

前
記
諸
装
置
に
て
操
作
中
発
生
せ
る
廃
ガ
ス
中
よ
り
揮
発
油
分
の
回
収
を
行
ふ
。

（
ホ
）
深
冷
装
置
（
使
用
せ
ざ
る
方
針
）

旧
Ｂ
Ｐ
Ｍ
時
代
に
ア
ン
モ
ニ
ア
に
よ
り
冷
却
せ
ら
れ
た
る
監
水
に
て
融
合
塔
よ

り
の
廃
ガ
ス
を
冷
却
し
プ
ロ
パ
ン
を
回
収
せ
ん
為
に
建
設
せ
ら
れ
た
る
も
完
成
后

使
用
し
居
ら
ざ
る
模
様
な
り
。

二
、
作
業
系
統

（
イ
）
液
相
分
解
装
置

原
料
を
送
入
ポ
ン
プ
（
一
〇
竏
／
時
）
に
て
二
竏
を
直
接
熱
油
喞
筒
へ
、
八
竏

を
デ
フ
レ
グ
メ
ー
タ
ー
の
頂
部
に
送
り
同
所
に
て
反
応
生
成
物
は
直
接
熱
交
換
に

て
予
熱
さ
れ
同
筒
底
部
よ
り
反
応
生
成
油
と
共
に
熱
油
ポ
ン
プ
に
至
り
前
記
二
竏

の
原
料
油
と
合
し
炉
内
加
熱
管
に
入
る
。
加
熱
炉
は
ガ
ス
又
は
重
油
を
使
用
し
そ

の
対
流
部
の
み
を
利
用
し
て
加
熱
を
行
ひ
約
五
〇
〇
度
に
て
分
解
反
応
を
生
起
せ

し
め
、
反
応
管
出
口
弁
に
て
圧
力
を
一
五
瓩
／
平
方
糎
よ
り
一
〇
瓩
／
平
方
糎
に

落
し
直
ち
に
反
応
筒
に
入
る
。
反
応
筒
に
於
て
は
若
干
の
滞
溜
時
間
の
後
（
残
渣

生
油
を
循
環
し
温
度
調
節
を
行
な
い
つ
ゝ
）
分
解
反
応
を
完
結
せ
し
め
同
時
に
分

解
残
渣
は
液
状
に
て
底
部
よ
り
蒸
発
筒
へ
抜
き
分
解
せ
る
軽
質
油
は
気
相
の
ま

〳
〵
分
離
し
て
デ
フ
ラ
グ
メ
ー
タ
ー
へ
導
く
。
デ
フ
ラ
グ
メ
ー
タ
ー
に
於
て
は
分

解
油
は
精
溜
せ
ら
る
。
即
ち
油
気
は
同
筒
内
の
目
皿
を
上
昇
し
（
頂
部
よ
り
送
流

油
を
吹
き
込
み
温
度
調
節
を
な
す
）
頂
部
よ
り
所
定
の
揮
材
を
溜
出
し
更
に
冷
却

器
を
経
て
高
圧
受
器
（
一
〇
瓩
／
糎
）
に
入
り
含
有
瓦
斯
を
分
離
し
た
后
か
ら
装

置
に
至
り
整
合
（
蒸
気
圧
を
調
整
）
さ
れ
る
。
反
応
筒
底
部
の
油
は
蒸
発
塔
に
入

り
減
圧
（
三
瓩
／
平
方
糎
）
せ
ら
れ
蒸
気
を
吹
込
み
つ
〳
〵
蒸
発
量
を
調
節
し
含

有
軽
質
分
を
分
離
し
冷
却
器
に
て
冷
却
せ
ら
れ
分
解
重
油
と
な
る
。
蒸
発
塔
で
分

離
さ
れ
た
頂
部
油
は
冷
却
器
を
経
て
ガ
ス
分
離
機
に
入
り
ガ
ス
を
分
離
し
た
後
フ

ラ
ツ
ン
ユ
油
と
し
て
取
り
出
す
。

尚
高
圧
受
器
に
て
分
離
し
た
ガ
ス
は
直
接
燃
料
に
用
ひ
、
ガ
ス
分
離
器
で
分
離

し
た
ガ
ス
は
瓦
斯
装
置
（
後
述
）
に
送
り
揮
発
油
を
回
収
す
。

（
ロ
）
気
相
分
解
装
置

約
一
〇
〇
度
に
加
熱
せ
る
粗
蝋
を
送
入
ポ
ン
プ
（
二
竏
／
時
）
に
て
熱
油
ポ
ン

プ
に
送
り
此
処
で
ベ
ッ
ク
マ
ン
底
部
よ
り
の
循
環
油
と
合
し
加
熱
炉
に
送
入
す

る
。
此
の
際
炉
内
に
て
約
三
〇
〇
度
に
過
熱
し
た
水
蒸
気
を
入
口
に
て
（
八
〇
〇

立
／
時
）
混
入
す
。
炉
内
加
熱
管
は
主
に
対
流
部
に
在
り
、
予
熱
部
下
部
、
反
応

部
上
部
の
二
部
に
分
れ
原
料
油
は
先
づ
予
熱
部
に
入
り
幅
射
部
に
存
す
る
最
后
の

二
本
を
通
過
し
（
約
四
三
〇
度
に
上
昇
）
デ
フ
ラ
グ
メ
ー
タ
ー
に
入
る
。
デ
フ
ラ

グ
メ
ー
タ
ー
に
て
残
渣
分
を
液
状
に
て
分
離
排
出
し
分
解
原
料
分
を
気
状
に
て
筒

頂
よ
り
炉
内
反
応
管
に
導
入
す
。

原
料
は
加
熱
管
反
応
部
中
を
二
本
宛
並
列
に
通
過
し
分
解
す
（
出
口
温
度
五
六

〇
度
）
反
応
管
を
出
た
る
直
後
水
に
て
ク
エ
ン
チ
ン
グ
を
行
ひ
温
度
を
急
激
に
下

降
せ
し
（
三
二
〇
度
）
分
解
反
応
を
急
速
に
停
止
せ
し
め
コ
ー
ク
ス
筒
に
て
副
生

せ
る
コ
ー
ク
ス
を
沈
降
せ
し
め
た
後
へ
ツ
ク
マ
ン
筒
に
導
入
す
。

へ
ツ
ク
マ
ン
筒
は
キ
ャ
ッ
プ
精
溜
棚
を
有
し
製
品
の
一
部
を
逆
流
油
と
し
て
用

い
頂
部
よ
り
所
定
の
合
成
潤
滑
油
原
料
を
留
出
し
冷
却
器
を
経
て
ガ
ス
分
離
器
に

至
り
混
在
せ
る
ガ
ス
を
分
離
し
た
後
製
品
と
す



― 110 ―

へ
ツ
ク
マ
ン
底
部
の
油
は
循
環
油
と
し
て
熱
油
ポ
ン
プ
に
よ
り
原
料
と
共
に
加

熱
炉
に
送
入
す
。

（
ハ
）
リ
フ
オ
ー
ミ
ン
グ
装
置

原
料
油
を
送
入
ポ
ン
プ
（
六
竏
／
時
）
に
て
直
接
炉
内
加
熱
管
内
に
送
入
す
加

熱
管
は
対
流
部
に
存
し
原
料
は
先
づ
下
部
四
列
に
て
予
熱
を
行
ひ
次
に
最
上
部
に

入
り
て
下
降
し
出
口
温
度
大
凡
五
四
〇
度
に
な
り
リ
フ
オ
ー
ミ
ン
グ
反
応
を
受

く
、
圧
力
は
反
応
管
出
口
弁
に
て
四
〇
瓩
／
平
方
糎
に
保
つ
。
反
応
せ
る
油
は
反

応
管
出
口
弁
直
後
水
に
て
（
九
〇
〇
立
／
時
）
ク
エ
ン
チ
ン
グ
を
行
ひ
二
八
〇
度

に
温
度
を
下
げ
反
応
を
停
止
せ
し
め
蒸
発
筒
に
送
入
す
。

蒸
発
筒
に
於
て
は
重
質
分
は
液
状
に
て
残
留
し
軽
質
分
は
気
相
の
ま
〳
〵
頂
部

よ
り
デ
フ
ラ
グ
メ
ー
タ
ー
に
至
り
此
処
に
て
目
皿
を
通
過
し
さ
ら
に
混
在
せ
る
重

質
物
を
分
離
し
頂
部
よ
り
冷
却
器
を
経
て
高
圧
受
器
に
至
り
混
在
せ
る
ガ
ス
を
分

離
し
ガ
ス
装
置
に
至
っ
て
融
合
せ
ら
る
。

尚
高
圧
受
器
に
て
分
離
せ
ら
れ
た
る
瓦
斯
は
直
接
燃
料
と
な
る
。

（
ニ
）
ガ
ス
装
置

液
相
分
解
並
び
に
リ
フ
オ
ー
ミ
ン
グ
未
整
合
油
は
各
々
蒸
気
予
熱
器
に
て
加
熱

の
後
蒸
発
筒
に
導
入
せ
ら
れ
含
有
せ
る
瓦
斯
を
蒸
発
し
整
合
油
は
冷
却
器
を
経
て

夫
々
製
品
と
な
る
。

蒸
発
筒
に
て
蒸
発
分
離
せ
ら
れ
た
ガ
ス
は
ガ
ス
槽
に
至
り
五
台
の
圧
縮
機
に
よ

り
約
一
二
瓩
／
平
方
糎
に
圧
縮
せ
ら
れ
リ
ー
ピ
［
マ
マ
］ツ

ヒ
式
冷
却
器
を
経
て
高
沸
点
分

を
液
化
し
高
圧
貯
槽
に
入
る
。
貯
槽
ガ
ス
は
直
接
燃
料
と
し
て
用
ひ
る
外
液
化
分

は
ポ
ン
プ
に
て
整
合
筒
に
導
入
し
第
一
整
合
塔
（
二
〇
瓩
／
平
方
糎
）
第
二
整
合

塔
（
一
五
瓩
／
平
方
糎
）
に
て
整
合
せ
ら
れ
冷
却
器
を
経
て
軽
揮
発
油
と
な
る
。

両
整
合
塔
頂
部
よ
り
排
出
し
た
る
瓦
斯
は
直
接
燃
料
と
し
て
使
用
す
。

三
、
能
力

抽
出
工
場

一
、
概
要

一
九
〇
七
年
エ
デ
レ
ア
ヌ
氏
が
液
状
亜
硫
酸
に
よ
り
灯
油
の
精
製
を
目
的
と
す

る
所
謂
エ
デ
レ
ア
ヌ
法
を
発
表
し
た
が
此
の
方
法
は
オ
レ
フ
イ
ン
系
炭
化
水
素
が

容
易
に
液
体
亜
硫
酸
に
溶
解
す
る
性
質
を
利
用
し
て
灯
油
中
の
炭
化
水
素
を
芳
香

族
、
オ
レ
フ
イ
ン
系
及
び
パ
ラ
フ
ィ
ン
系
、
ナ
フ
テ
ン
系
の
二
成
分
に
分
離
抽
出

（
イ
）
液
相
分
解
装
置
（
一
基
）分

解
揮
発
油 

40
％

分

解

重

油 

50
％

ガ
ス
及
損
失 

10
％

九
六
竏
／
日

一

二

〇

竏

／

日

一
五
、
四
〇
〇
Ｍ
／
日

含
蝋
残
渣
油

二
四
〇
竏
／
日

（
ロ
）
氣
相
分
解
装
置
（
一
基
）

（
ハ
）
リ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
（
一
基
）

100％

3

合
成
潤
滑
油 

40
％

残

　

　

渣 

40
％

ガ
ス
及
損
失 

20
％

一

六
　
竏
／
日

一

六
　
竏
／
日

四
、
六
〇
〇
Ｍ
／
日

粗
蝋

四
〇
竏
／
日

100％

3

リ
フ
ォ
ー
ム
揮
材 

80
％

残

　

　

渣 

1.5
％

ガ
ス
及
損
失 

18.5
％

一
一
二
　
竏
／
日

二

一

竏

／

日

二
一
、
〇
〇
〇
Ｍ
／
日

重
揮
発
油

一
四
〇
竏
／
日

分
解
油
（
液
相
分
解
）

リ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
油

分
解
ガ
ス

混
合
油

ガ
ス
中
よ
り

回
収
さ
れ
た

揮
発
油

三
二
三
竏
／
日

三
六
五
竏
／
日

六
〇
、
〇
〇
〇
Ｍ
／
日

100％

3

3

液
相
分
解
揮
材
　
二
四
四
竏
／
日

リ
フ
ォ
ー
ム
油
　
三
二
三
竏
／
日

液
相
分
解
ガ
ス
よ
り

　
四
八
竏
／
日

リ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ガ
ス
よ
り

　
一
三
竏
／
日

氣
相
分
解
ガ
ス
よ
り
　

二
、
四
竏
／
日
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す
る
の
で
あ
る
。

当
廠
第
一
抽
出
装
置
は
一
九
一
四
年
に
此
れ
を
建
設
せ
ら
れ
次
で
一
九
二
四
年

に
は
第
一
装
置
に
多
少
改
良
を
補
し
て
第
二
抽
出
装
置
が
建
設
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
何
れ
も
灯
油
の
精
製
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
元
来
印
度
諸
島
の
産
油

は
芳
香
族
が
三
〇
乃
至
四
〇
％
も
含
有
し
て
居
る
故
当
地
方
に
此
の
装
置
の
発
達

し
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
思
は
れ
る
。

然
る
に
近
年
高
オ
ク
タ
ン
価
航
空
揮
発
油
の
需
要
が
激
増
し
灯
油
の
要
求
が
激

減
す
る
に
伴
ひ
灯
油
の
精
製
を
目
的
と
し
た
此
の
装
置
を
利
用
し
高
オ
ク
タ
ン
価

の
生
成
抽
出
油
を
生
産
す
る
方
法
が
考
へ
ら
れ
る
に
至
つ
た
。

当
廠
に
於
て
も
一
九
四
一
年
五
月
か
ら
操
業
方
法
に
色
々
改
良
を
加
へ
て
灯
油

に
重
揮
発
油
を
混
合
し
た
原
料
を
本
装
置
で
処
理
し
て
オ
ク
タ
ン
価
九
五
乃
至
九

七
の
航
空
揮
発
油
を
含
む
抽
出
油
を
得
る
様
に
な
つ
た
。
現
在
で
は
此
の
方
法
を

実
施
す
る
傍
更
に
重
質
油
を
原
料
と
し
て
二
号
重
油
を
生
産
す
る
方
法
に
就
て
も

研
究
中
で
あ
る
。

二
、
作
業
系
統

（
イ
）
第
一
抽
出
装
置

原
料
油
は
先
づ
工
業
塩
に
て
脱
水
後
予
備
冷
却
せ
ら
れ
再
び
食
塩
及
び
塩
化
カ

ル
シ
ウ
ム
に
て
脱
水
冷
却
の
上
抽
出
槽
に
入
る
。
一
方
溶
剤
た
る
液
化
亜
硫
酸
は

冷
却
槽
を
通
り
原
料
油
に
対
し
て
同
容
量
の
割
合
で
抽
出
槽
に
入
り
原
流
と
向
流

に
流
れ
て
抽
出
操
作
が
行
は
る
。（
反
応
温
度
零
下
十
度
）

抽
出
槽
は
三
塔
あ
る
が
第
三
塔
は
分
離
塔
と
し
て
働
い
て
い
る
。

亜
硫
酸
に
溶
解
し
た
抽
出
油
は
下
層
に
、
精
製
油
は
上
層
に
分
れ
夫
々
頂
部
底

部
よ
り
流
出
し
抽
出
油
は
次
で
蒸
発
槽
に
入
り
混
在
す
る
亜
硫
酸
を
蒸
発
せ
し
め

て
後
精
製
装
置
に
於
て
水
或
は
苛
性
ソ
ー
ダ
液
に
て
洗
浄
し
製
品
と
す
。

尚
蒸
発
槽
は
各
々
六
気
圧
、
一
気
圧
、
水
銀
柱
二
五
〇
粍
減
圧
、
水
銀
柱
五
〇

粍
減
圧
の
四
段
階
よ
り
な
り
亜
硫
酸
を
回
収
す
。
回
収
亜
硫
酸
は
圧
縮
及
硫
酸
乾

燥
の
後
亜
硫
酸
凝
縮
器
に
よ
り
液
化
せ
ら
れ
循
環
槽
に
て
混
在
す
る
空
気
を
脱
気

し
予
備
冷
却
の
後
亜
硫
酸
冷
却
槽
に
入
り
循
環
使
用
せ
ら
る

（
ロ
）
第
二
抽
出
装
置
（
系
統
図
省
略
）（
第
一
と
大
差
な
し
）

操
作
は
大
凡
第
一
装
置
に
同
じ
な
る
も
前
記
高
オ
ク
タ
ン
価
抽
出
油
生
産
の
場

合
に
は
重
揮
発
油
及
び
精
製
灯
油
（
第
一
抽
出
の
製
品
）
を
原
料
と
し
後
者
を
第

一
抽
出
塔
に
前
者
を
第
二
混
合
塔
に
張
込
み
第
一
塔
は
後
抽
出
塔
と
し
第
二
、
第

三
塔
は
抽
出
塔
と
し
て
働
く
。

（
註
）

抽
出
塔
は
液
体
亜
硫
酸
に
よ
る
普
通
の
抽
出
操
作
の
行
は
れ
る
処
に
し
て
後
抽

出
塔
は
精
製
灯
油
に
よ
り
半
抽
出
油
中
の
軽
質
非
芳
香
族
分
の
一
部
が
重
質
非
芳

香
族
分
と
置
換
さ
れ
る
処
に
し
て
此
の
結
果
生
成
抽
出
油
の
再
蒸
留
に
よ
り
生
産

す
る
軽
質
抽
出
油
（
ラ
イ
ト
ベ
ン
ゼ
ツ
ク
ス
）
中
の
非
芳
香
族
含
有
量
が
一
二
乃

至
一
五
％
に
減
少
し
従
っ
て
オ
ク
タ
ン
価
が
上
昇
す
る
の
で
あ
る
。

（
ハ
）
亜
硫
酸
製
造
装
置

溶
融
し
た
硫
黄
を
加
圧
空
気
吹
込
の
下
に
燃
焼
し
冷
却
後
脱
酸
、
脱
塵
し
て
吸

収
塔
に
於
て
水
に
溶
解
せ
し
め
空
気
と
分
離
す
。

次
で
此
の
約
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
亜
硫
酸
を
含
ん
だ
水
を
蒸
発
槽
二
基
で
加
熱
し

亜
硫
酸
ガ
ス
の
み
蒸
発
せ
し
め
冷
却
乾
燥
（
硫
酸
に
て
）
後
圧
縮
し
て
液
体
亜
硫

酸
と
す
。
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三
、
能
力
（
一
ケ
月
）

硫
酸
工
場

一
、
概
要

最
初
鉛
質
硫
酸
製
造
装
置
存
置
居
れ
る
処
一
九
三
〇
年
現
存
の
接
触
式
硫
酸
製

造
装
置
を
新
設
せ
ら
れ
現
在
に
至
る
。

亜
硫
酸
装
置
（
一
ヶ
月
）

硫
黄
六
０
０

荷
性
曹
達
五

一
、
五
０
０

蒸
溜
用
コ
ー
ク
ス
一

工
業
塩
一

塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
一

（
註
）

重
揮
発
油

（
量
？
）

精
製
油

　
九
、
七
０
０
竏

精
製
灯
油

　
（
七
、
五
０
０
竏
）

精
製
灯
油

　
（
八
七
０
竏
）

精
製
揮
発
油

　
（
七
三
０
竏
）

工
業
用
水

　
（
五
二
、
０
０
０
竏
）

レ
ゼ
ツ
ク
ス

　
（
五
、
九
０
０
竏
）

重
ベ
ン
ゼ
ッ
ク
ス

　
（
二
二
０
竏
）

一
、
軽
ベ
ン
ゼ
ッ
ク
ス

二
、
重
ベ
ン
ゼ
ッ
ク
ス

三
、
レ
ゼ
ッ
ク
ス

オ
ク
タ
ン
需
要
九
五
ー
九
八
に
し
て
航
揮
混
合
材
と
な
る

有
機
溶
剤

燃
料
及
塗
装
用
混
合

軽
ベ
ン
ゼ
ッ
ク
ス

　
（
四
、
０
０
０
竏
）

抽
出
油

　
五
、
０
０
０
竏

抽
出
油

　
五
、
二
０
０
竏

精
製
油

　
六
、
八
０
０
竏

含

蝋

燈

油

　

七
、
四
０
０
竏

カ
ウ
エ
ン
ガ
ン
灯
油

　

四
、
六
０
０
竏

第
二
抽
出
装
置

第
一
抽
出
装
置

一
蒸
溜
一
号
装
置

一蒸溜一号装置

燃料油

液
体
亜
硫
酸
七
〇

〔
マ
マ
〕

本
装
置
は
バ
ナ
ヂ
ウ
ム
触
媒
を
使
用
す
る
モ
ン
サ
ン
ト
接
触
式
に
し
て
原
料
硫

黄
は
戦
前
シ
シ
リ
ー
島
の
精
製
硫
黄
を
移
入
し
居
り
た
る
も
現
在
は
主
と
し
て
北

セ
レ
ベ
ス
島
の
ソ
ブ
タ
ン
及
モ
ダ
ヤ
工
場
の
精
製
硫
黄
並
び
に
一
部
ジ
ャ
バ
島
の

硫
黄
を
用
ふ
。

製
品
は
当
廠
作
業
用
に
充
つ
る
外
一
部
ジ
ャ
バ
の
需
要
に
充
つ
。

二
、
作
業
系
統

精
製
硫
黄
は
回
転
炉
及
燃
焼
室
に
て
完
全
に
燃
焼
し
て
亜
硫
酸
ガ
ス
と
な
り
稀

硫
酸
に
て
冷
却
及
洗
浄
し
コ
ー
ク
ス
濾
過
器
を
経
て
亜
硫
酸
乾
操
塔
に
て
脱
水
せ

ら
れ
精
製
亜
硫
酸
ガ
ス
と
な
る

反
応
器
及
熱
交
換
器
の
各
二
基
を
通
り
接
触
酸
化
せ
ら
れ
て
九
九
パ
ー
セ
ン
ト

無
水
硫
酸
と
な
る
（
反
応
温
度
四
〇
〇
度
乃
至
五
六
〇
度
）
次
で
吸
収
塔
に
て
九

八
パ
ー
セ
ン
ト
硫
酸
に
吸
収
せ
し
め
冷
却
し
製
品
と
な
す
。

尚
六
六
度
ボ
ー
メ
硫
酸
は
弱
酸
に
て
適
度
に
稀
釈
し
て
貯
蔵
す
る
。

三
、
能
力
（
一
ケ
月
）

硫
黄
五
〇
〇
度
乃
至
六
〇
〇
瓩　

九
八
パ
ー
セ
ン
ト
硫
酸　

一
七
〇
〇
瓩

潤
滑
油
工
場

一
、
概
要

本
工
場
は
サ
ン
ガ
サ
ン
ガ
原
油
お
よ
び
ジ
ャ
バ
、
タ
ラ
カ
ン
原
油
よ
り
一
般
鉱

油
（
各
種
内
外
部
油
）
其
他
各
種
潤
滑
油
を
製
造
す
る
一
連
の
工
場
に
し
て
サ
ン

ガ
サ
ン
ガ
原
油
は
含
蝋
分
大
な
る
を
以
て
別
に
製
蝋
工
場
を
有
す
。

其
の
他
副
産
品
た
る
蝋
を
利
用
し
航
空
潤
滑
油
を
合
成
製
造
す
る
合
成
潤
滑
油
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工
場
或
は
グ
リ
ー
ス
製
造
工
場
を
併
有
す
。

当
工
場
よ
り
生
産
す
る
製
品
は
種
類
頗
る
多
く
各
種
潤
滑
油
、
グ
リ
ー
ス
類
の

外
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
石
鹸
、
各
種
蝋
を
製
造
す
。

（
詳
細
製
品
系
統
図
参
照
）

二
、
作
業
系
統

（
イ
）
製
蝋
工
場

第
一
、
二
蒸
溜
工
場
よ
り
生
産
せ
ら
れ
た
る
含
蝋
残
渣
油
又
は
含
蝋
溜
出
油
は

Ａ
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
式
冷
却
器
（
二
七
度
）
を
経
て
Ａ
分
蝋
機
に
至
り
粗
蝋
（
Ａ

ケ
ー
ク
）
並
に
Ａ
搾
油
に
分
離
せ
ら
る
。
Ａ
搾
油
は
更
に
Ｂ
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
式
冷

却
器
（
一
二
度
）
を
経
て
、
Ｂ
分
蝋
機
に
至
り
粗
蝋
（
Ｂ
ケ
ー
ク
）
並
に
Ｂ
搾
油

に
分
離
せ
ら
る
。
Ｂ
搾
油
は
更
に
Ｃ
へ
ン
ダ
ー
ソ
ン
式
冷
却
器
（
三
度
）
を
経
て

Ｃ
分
蝋
機
に
至
り
粗
蝋
（
Ｃ
ケ
ー
ク
）
並
に
Ｃ
搾
油
に
分
離
せ
ら
る
。
Ａ
、
Ｂ
ケ
ー

ク
（
粗
蝋
）
は
化
洗
器
に
入
り
苛
性
ソ
ー
ダ
で
洗
浄
の
後
夫
々
Ａ
、
Ｂ
、
噴
霧
脱

蝋
室
に
入
り
噴
霧
油
と
噴
霧
蝋
に
分
離
せ
ら
る
。
噴
霧
蝋
は
更
に
発
汗
室
に
入

り
、
五
〇
度
前
後
に
し
て
約
二
昼
夜
放
置
し
約
五
〇
度
以
下
の
溜
分
を
分
離
除
去

し
発
汗
工
程
を
了
へ
た
る
蝋
は
硫
酸
及
白
土
洗
浄
の
後
濾
過
槽
を
経
て
成
型
せ
ら

る
。（

註
）
既
述
の
第
三
蒸
溜
工
場
気
分
解
装
置
の
原
料
は
前
記
噴
霧
蝋
に
し
て
発

汗
洗
浄
工
程
を
経
た
る
成
型
蝋
は
製
品
と
し
て
販
売
せ
ら
る
。
Ｃ
ケ
ー
ク
（
粗
蝋
）

は
同
様
の
工
程
を
経
て
マ
ツ
チ
蝋
と
し
て
販マ
マ

出
せ
ら
る
。

（
ロ
）
潤
滑
油
工
場

（
一
）
前
期
Ｃ
搾
油
は
第
二
蒸
溜
装
置
に
送
ら
れ
重
油
材
及
潤
滑
油
材
に
分
離

せ
ら
る
。
潤
滑
油
材
は
硫
黄
及
ア
ル
カ
リ
、
白
土
洗
浄
の
後
濾
過
機
を
経
て
普
通

潤
滑
油
と
な
る
。

（
二
）
タ
ラ
カ
ン
原
油
は
第
三
蒸
溜
装
置
に
て
真
空
蒸
溜
に
よ
り
重
油
材
、
潤

滑
材
及
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
材
に
分
解
せ
ら
る
。

潤
滑
油
材
は
前
記
同
様
洗
浄
の
後
製
品
と
な
る
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
材
は
石
油
材
を
混
じ
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
し
て
溜
出
せ
ら
る
。

各
種
潤
滑
油
は
之
等
の
潤
滑
油
製
品
の
調
合
に
よ
り
調
整
せ
ら
る

（
ハ
）
合
成
潤
滑
油
工
場

第
三
蒸
溜
工
場
気
相
分
解
よ
り
送
ら
れ
た
る
合
成
潤
滑
油
材
料
は
予
熱
器
を
経

て
重
合
槽
に
入
り
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
触
媒
と
し
八
〇
度
一
〇
時
間
の
重
合
反

応
を
経
て
ス
ラ
ツ
ジ
分
離
槽
に
入
り
二
四
時
間
静
置
後
ス
ラ
ツ
ヂ
を
分
離
除
去
す

分
離
油
は
石
灰
及
白
土
を
混
合
の
後
加
熱
炉
に
入
り
（
出
口
温
度
二
五
〇
度
）
脱

塩
素
塔
に
入
る
。
塩
素
を
分
離
の
後
熱
交
換
器
（
冷
却
器
）
を
経
て
濾
過
機
に
入

り
白
土
を
分
離
し
脱
塩
素
油
と
な
る
。

脱
塩
素
油
は
真
空
蒸
溜
釜
に
て
軽
質
潤
滑
油
、
ソ
ー
ラ
ー
油
、
軽
油
を
溜
出
し

罐
残
油
を
白
土
処
理
後
、
濾
過
機
、
真
空
乾
燥
機
を
経
て
製
品
と
な
る
。

（
註
）
合
成
航
空
潤
滑
油
の
特
性

本
工
場
に
て
生
産
さ
る
べ
き
製
品
即
ち
合
成
航
空
潤
滑
油
は
左
の
ご
と
き
特
性

を
有
す
。

（
一
）
粘
度
高
き
事

従
来
天
然
鉱
油
よ
り
溶
剤
抽
出
法
其
の
方
法
に
よ
り
航
空
潤
滑
油
（
一
二
〇
秒

程
度
）
を
好
収
量
に
て
得
る
事
は
原
料
の
関
係
よ
り
困
難
な
り
。
殊
に
南
方
油
田

よ
り
は
原
油
の
性
質
上
之
よ
り
航
空
潤
滑
油
を
得
る
事
は
不
可
能
な
り
。
然
る
に

本
工
場
に
於
い
て
は
重
合
条
件
に
よ
り
て
粘
度
を
如
何
様
に
も
加
減
し
得
ら
れ
殊

に
将
来
に
於
て
当
然
採
用
さ
る
べ
き
高
粘
度
航
空
潤
滑
油
（
一
四
〇
鉱
油
、
一
八
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〇
鉱
油
）
も
生
産
し
得
ら
る
。

（
二
）
粘
度
指
数
高
き
事

本
工
場
に
て
生
産
さ
れ
る
合
成
潤
滑
油
は
粘
度
指
数
一
一
〇
に
し
て
現
用
の
航

空
潤
滑
油
の
九
五
と
比
較
し
て
遥
か
に
高
く
従
っ
て
低
温
並
び
に
高
温
に
於
け
る

粘
度
性
質
良
く
従
来
冬
期
用
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
し
八
〇
鉱
油
よ
り
低
温
に
於
け

る
作
動
性
も
勝
れ
る
の
は
本
鉱
油
の
一
大
特
性
に
し
て
従
っ
て
夏
期
用
、
冬
期
用

の
区
別
な
く
作
戦
地
の
如
何
に
関
せ
ず
使
用
せ
ら
る
。

三〈
マ
マ
〉、

炭
化
分
少
き
事

本
合
成
潤
滑
油
は
従
来
の
航
空
潤
滑
油
に
比
較
し
て
炭
化
分
少
な
く
、
従
っ
て

ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
の
膠
着
及
ス
ラ
ツ
ヂ
の
生
成
等
少
な
し
。

（
四
）
凝
固
点
低
き
事

本
合
成
潤
滑
油
は
凝
固
点
の
高
き
原
因
た
る
蝋
よ
り
出
発
せ
る
に
も
係
ら
ず
凝

固
点
低
き
を
特
徴
と
す
。
原
料
を
適
当
に
選
ば
ば
成
層
圏
飛
行
機
用
潤
滑
油
も
製

造
し
得
ら
る
。

（
ニ
）
グ
リ
ー
ス
工
場

作
業
系
統
図
簡
明
に
付
、
説
明
を
省
略
す
。
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